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　人口減少と少子高齢化が進む中、市民の暮らしと行政サービスを持
続させるためには、デジタル技術を積極的に活用し、これまでの仕組
みを見直していくことが必要です。市がこれまで培ってきた ICT 基盤
を最大限に活用し、デジタル技術を〝新時代のインフラ〟として、地
域の魅力を高めながらいつまでも住み続けられる町を目指し、令和 8
年度から令和 12年度までを計画期間とする〝岩見沢市DX推進計画（基
本計画）〟の策定に取り組んでいます。このたび、計画案がまとまりま
したので、皆さんからの意見を募集します。
問合先　�情報政策課（有明町南 1　自治体ネットワークセンター 3階）　

☎ 25-8004

皆さんのご意見をお寄せください
岩見沢市DX推進計画（基本計画）（案）へ

対象 市内に在住・通勤・通学している方

提出方法

8 月 17 日㈪までに、応募フォームもしくは意見提出用紙ま
たは任意の用紙に、氏名、住所、電話番号、Eメールアドレス、
意見内容を記入し、郵送、ファックス、Eメールまたは意
見提出用紙配布場所に持参（郵送の場合は8月17日㈪必着）

提出先
〒 068-0034　岩見沢市有明町南 1番地 20　自治体ネットワークセンター 3階
岩見沢市役所 企画財政部 情報政策課 情報化推進係
☎ 25-8004　FAX 0126-32-2337　Eメールmedia@city.iwamizawa.lg.jp

意見提出用紙配布場所
情報政策課、情報システム課、北村・
栗沢両支所、幌向・朝日・
美流渡・有明交流プラザ
の各サービスセンター
※�市ホームページからも
ダウンロードできます。

意見募集

基本計画（案）の主な内容

基
本
方
針

利用者ファーストの視点で行政
手続きを省力化することで、便
利で安心なくらしを支えます

デジタルでつなぐ
スマート社会の実現

これまでの仕事の進め方を根本
から見直し、効率的な行政運営
を実現します

持続可能な
デジタル市役所の推進

地域社会と行政運営を支える強
靭でしなやかな体制・基盤を整
備します

地域社会と行政運営を
支える体制・基盤の整備

基
本
理
念

  市民の〝くらし〟と地域の〝産業〟がデジタルによって力強く支えられ、日々の生活や経済活動がより
豊かで便利になることを大切に、デジタルが特別なものではなくあらゆる場面で役立つ〝あたりまえ〟の
基盤となる社会の実現を目指します。

くらしと産業をささえる　いわみざわDX

重
点
項
目

くらしと産業の
DX

重点項目A

行政事務の
DX

重点項目 B

DXをささえる
共通基盤の整備

重点項目C

市民サービスの変革
（フロントヤード改革）A-1

デジタルを活用した
市民生活の質の向上A-2

地域経済の活性化と共創A-3

デジタル人材の確保・育成C-1

DX 推進体制とガバナン
スの構築C-2

データ利活用の推進と強
固なセキュリティの維持C-3

行政運営の変革
（バックヤード改革）B-1

情報システムの効率的な
整備B-2
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用語解説
DX（デジタル・トランスフォーメーション）
デジタル技術を活用して暮らしや行
政サービスをより良くすること
ICT（情報通信技術）基盤
インターネットや通信を安全で円滑
に活用するための機器や仕組み
インフラ（インフラストラクチャー）
社会全体で共有される公共的な設備
やサービス
フロントヤード
市民と直接やり取りする窓口などの業務
バックヤード
窓口を支える内部の事務処理などの業務
ガバナンス
組織を適切に運営・管理していくた
めの仕組み

https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/johoseisakuka/17402.html

